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ボランティア活動紹介
山武市身体障害者福祉会便り・
　こころ・きらきら　ゴールドクラブ便り
子育て応援ボランティア養成講座・
　夏休みボランティア体験プログラム参加者募集・
　松尾作業所便り
インフォメーション

～五所神社の夏祭り～
　五所神社は古くから武運長久の神々が祭られている古社で源頼朝公、
水戸光圀公、堀田相模守等、領主・地頭の崇敬厚く、数々の寄進があったそうです。
　千葉県の重要文化財に認定されている神社です。
　白装束に身をつつんだ氏子衆が「神輿(みこし)」を担いで蓮沼を練り歩く夏祭りは
朝日に映え男衆の「ワッショイ、ワッショイ」の掛け声が響きます。
　人口減少に伴い、数年前からは、８月の第１日曜日の開催になりました。
（以前は８月１日）今からとても楽しみです。　　 　　　　  広報委員　秋葉千恵子

山武市社会福祉協議会 KIZUNA



●基本方針●　本協議会では、生活困窮者自立支援
法の施行や介護保険法の改正、子ども子育て支援新制
度などの制度改革を的確に捉え、誰もが安心して暮らす
ことができる福祉のまちづくりを目指し、地域における福祉
課題や生活課題の解決に向けた取り組みとそれを支える

担い手づくりを強化していきます。
　また、福祉サービスのより一層の充実及び地域福祉活
動を推進するため、本協議会に課せられた使命・経営理
念・事業展開の再認識と強化を図りながら、次のことを重
点に活動していきます。

収 入
253,228,781

561,221
その他の収入15,789,134

介護保険事業収入

事業収入

繰越金収入 8,203,050

7,249,701

3,320,836

就労支援事業収入 6,142,465
会費収入6,151,610
負担金収入 1,342,000 貸付事業収入959,270

事業費支出
181,856,244
（人件費を含む）

事務費支出
25.432.802

助成金支出
8,502,000

貸付事業支出 721,270

その他の活動支出等
14,916,901

支 出
240,164,361

（単位：円）（単位：円）

共同募金配分金事業費
2,582,585就労支援事業支出

6,152,559

受託金収入
29,095,293

経常経費
補助金収入

寄付金収入

103,230,615

障害福祉サービス等事業収入
71,183,586

平成28年度

事業報告

【重点項目】
１．生活支援活動への積極的な取
り組み
　地域における深刻な生活課題の
解決に向けた事業に取り組みます。
⑴ 生活困窮者自立相談支援事
業への取り組み

・生活・就労相談室に支援員を配
置し、生活困窮者が抱えている不
安や困りごとの相談を受け、本人
の状態に応じた包括的な支援事
業を推進します。

⑵ 成年後見事業への取り組み
・成年後見支援センターを設置し、

判断能力が不十分な方 を々、法
人が保護し支援を行います。専
門員は、基本理念である「ノーマ
ライゼーション」「自己決定の尊重」
「残存能力の活用」のもと、本人
保護との調和を図り、状況に応じ
た柔軟かつ弾力的な利用しやす
い制度を目指し取り組んでいきま
す。
２．高齢者が安心して生活するこ
とができる地域づくりの推進
　介護保険法の改正により新た
に制度化された生活支援コーディ
ネーターを配置し、包括的な高齢
者支援の体制づくりに努めます。
特に、地域に不足するサービスの
創出等の資源開発と、関係者間の
情報共有や生活支援の担い手づ
くりを促進するネットワークづくりを進
めます。
３．災害時における支援体制の整備 
　東日本大震災の教訓を踏まえ、
災害時に高齢者や障害者等支援
が必要とされる方々に対し迅速に
支援するため、行政や民生委員な
ど関係機関と連携し、今後の災害
支援体制の構築に努めます。
　また、災害時の支援活動を想定
した災害ボランティアセンターの立
ち上げ、運営訓練を実施するなど、
円滑に設置・運営ができるように職
員の育成を図ります。

【事業実施計画】
１．第２次地域福祉活動計画の推進
●第２次地域福祉活動計画の推進

・山武市地域福祉活動計画推進
委員会

・計画の実践・評価・見直し体制の
強化

・行政や福祉関係団体等との連携
による計画の推進

・研修会・住民福祉座談会等の開催
２．広報・啓発活動の強化
●広報・啓発活動の実施

・広報誌の発行（年４回）
・リーフレット・チラシの作成
・ホームページの充実
・社会福祉大会の開催
・福祉イベントの開催
３．地域福祉の推進 
●地域福祉活動の推進

・地区社協活動の支援
・ふれあいいきいきサロンの支援
・地域みまもりサービス事業の実施
・家族ふれあい事業の実施
・福祉活動団体の支援
・福祉のこころづくり講座の開催
・街のほっとスポット設置事業の実施
・チャリティイベントの開催
・マイクロバスの貸出
・物品の貸出
・コミュニティソーシャルワーカーの配置
●生活支援体制及び住民主体の
支援活動の推進

・生活支援コーディネーターの配置
・地域の支え合い体制づくり
・担い手の知識・スキル向上の研修

の実施
・関係者間の情報共有及び連携・

協働による取り組みの推進
●ボランティア・市民活動の推進

・ボランティア活動のコーディネート
・ボランティア講座の開催
・ボランティア活動の広報・啓発
・災害時におけるボランティア活動

の推進
・ボランティア活動費の助成
・ボランティア保険の受付
・おもちゃ図書館の開館

●福祉教育の推進
・福祉教育活動費の助成
・福祉教材の貸出
・福祉体験学習の開催
４．在宅福祉の推進
●住民参加型在宅福祉サービス
事業の推進

・福祉輸送サービス事業の実施
・住民参加型在宅福祉（家事援

助）サービス事業の実施
●介護保険・障害者総合支援事
業の推進

・介護保険訪問介護員派遣事業
の実施

・障害者総合支援訪問介護員派
遣事業の実施
５．総合的な相談、援助活動の推進
●心配ごと相談事業の推進

・心配ごと相談・弁護士相談事業
の実施
●各種資金の貸付等

・福祉資金の貸付
・生活福祉資金の貸付
・特別応急援護費の交付
●福祉サービス利用援助事業の
推進

・日常生活自立支援事業の実施
●日常生活支援事業の推進

・有料配食サービス事業の実施
・福祉カー貸付事業の実施
・福祉用具等貸出事業の実施
・介護者リフレッシュ事業の実施
・みんなの介護スクール事業の実施
・おとこの料理教室事業の実施
・歳末たすけあい事業の実施
・外出困難者生活支援事業の支援
●災害当事者への見舞金の交付

・交通遺児援護基金による見舞金
等の交付

・社協災害見舞金の交付
●生活支援活動への取り組み

・生活困窮者自立相談支援事業
の実施

・成年後見事業の実施
６．災害時における支援体制の整備
●災害対策と災害当事者への支
援事業の実施

・防災ネットワークの構築
・災害時初動体制の確立
・災害ボランティアセンターの立上げ

訓練
・千葉県内社協災害時の相互支

援協定に基づく活動
７．指定管理者制度施設の経営
●山武市福祉作業所の経営（３か所）
●山武市簡易マザーズホームの経営
●山武市山武福祉センターの経営
●山武市成東老人福祉センター
の経営
８．社協の基盤強化
●組織の運営

・理事会の開催
・評議員会の開催
・監事による監査
・委員会の開催
●苦情解決相談の受付

・福祉サービスに対する苦情解決
の実施
●会員募集の実施

・一般会員の募集
・賛助会員、特別会員の募集
●共同募金運動・日本赤十字社
社資募集運動への協力

・赤い羽根共同募金運動の実施
・歳末たすけあい募金運動の実施
・日本赤十字社社資募集運動の実

施
●関係団体支援事業及び連携強化

・市民生委員児童委員協議会
・市ボランティア連絡協議会
・市区長会
・市身体障害者福祉会
・市手をつなぐ親の会
・市ゴールドクラブ連合会
・市赤十字奉仕団
・その他協力団体との連絡調整
●社協役職員研修の実施

・国・県・県社協等の研修や会議へ
の参加

・先進地視察研修の実施
・職員研修の実施
●社協体制の基盤整備

・事務所の検討

流　動　資　産 29,666,381 流　動　負　債 16,601,961 
固　定　資　産 260,865,221 固　定　負　債 201,033,685 

純 　 資 　 産 72,895,956 
合　　計 290,531,602 合　　計 290,531,602 

貸借対照表

平成30年度社会福祉事業収支決算

（単位：円）

みんなで「いきいきイチゴ体操」
（日向小学校）

地区社協役員の情報交換会
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平成30年度 事業報告
主な事業内容と実績
●広報・啓発活動の実施
　・広報誌の発行　 ４回
　・社会福祉大会の開催
　・健康福祉まつりの実施

●地域福祉活動の推進 
　・地区社協活動の支援

　14地区
　・ふれあいいきいきサロンの支援　33サロン設置
　・地域みまもりサービス事業　36回実施
 （延べ利用者数202名）

●生活支援体制及び住民主体の支援活動の推進
　・やさしいおもいでささえあおう会の開催　４回
　・生活支援サービス担い手養成研修の開催　２回
 （修了者23名）
　・きらきら老後応援隊養成講座の開催　全９回
 （修了者10名）
　・生活支援の担い手マッチング説明会　２回
 （参加者50名）
　・市民講演会「いきいき山武人の集い」の開催　３回
 （参加者296名）
　・小域市民講演会の開

催　１回
 （参加者87名）
　・高齢者の安心生活情

報紙「いちご手帳」の
発行（1,500部）

　・こころとからだの健
康づくりリーダーブ
ックの発行 （500部）

　・山武市オリジナル体操「いきいきイチゴ体操」の創作
　・さんむ筋力アップトレーニング「ＳＵＮトレ」の創作

●ボランティア・市民活動の推進
　・ボランティア登録者数　1,560名
　・ボランティア・市民活動講座の開催（８講座実施）
　・おもちゃ図書館事業の実施　３か所　開館日数20日

　延べ利用者数368名

●福祉教育の推進
　・福祉体験学習への協力（８校　延べ回数13回）
　・機器材の貸出
　・成東地区福祉教育推進連絡会の支援

●住民参加型在宅福祉サービス事業の推進
　・福祉輸送サービス事業（利用会員183名　協力会員41

名　延べ活動回数2,550回）
　・家事援助サービス事業（利用会員97名　協力会員31

名　延べ活動回数741回）

●介護保険・障害者総合支援事業の推進
　・訪問介護員派遣事業（介護保険制度）　
　　延べ件数1,260件（平成30年９月30日業務終了）
　・訪問型サービスＡ（介護予防日常生活支援総合事業）

延べ件数135件（平成30年10月１日業務開始）
　・地域生活支援事業（移動支援）　延件数151件

●福祉サービス利用援助事業の推進
　・日常生活自立支援事業契約数　37名

●日常生活支援事業の推進
　・有料配食サービス事業　利用者数35名　延べ配食回

数2,781回
　・福祉カー貸付事業（９台） 1,136回
　・福祉用具等貸出事業　　 　108件

●生活支援活動への取り組み
　・生活困窮者自立相談支援事業　新規相談件数180件
　・法人後見受任　３件

※詳しくは、ホームページをご覧いただくか、社会福祉
協議会までお問い合わせください。



お弁当配達ボランティア 大募集‼
　山武市社会福祉協議会では、食事づくりの困難な
高齢者等を対象に週 2 回夕食（成東・蓮沼・松尾地域）
及び昼食（山武地域）のお弁当をお届けする「有料
配食サービス事業」を実施しています。

現在、松尾地域へお弁当配達していただける

ボランティアの方が不足しております。
　千葉県ゴルフ協会から車いすのまま乗れ
る車両１台（ホンダN－ BOX）をご寄付
いただきました。
　本会では、一般の方への貸し出しや福祉
輸送サービスなどに幅広く活用させていた
だきます。ありがとうございました。

役員及び評議員紹介会長就任あいさつ
　役員の任期満了により、新しい役員が決まりました
のでご紹介いたします。
【役員】� ※順不同・敬称略 令和元年５月29日現在

会　長　　齊藤　澄子　　　理　事　　戸村　幸子
副会長　　宮野　栄一　　　理　事　　香焼　由和
副会長　　善塔　　雄　　　理　事　　鈴木　愛伯
常務理事　小川　憲治　　　理　事　　石毛美智子
理　事　　金杉　　等　　　理　事　　秋葉　　暁
理　事　　松村三陽子　　　理　事　　鹿渡　慈夫
理　事　　秋葉　俊雄　　　理　事　　加瀬　英男
理　事　　並木三喜男　　　監　事　　北田　正之
理　事　　蕨　　健吉　　　監　事　　相原　茂雄

【評議員】 ※順不同・敬称略 令和元年５月８日現在
新しく評議員となられた方をご紹介いたします。

評議員　　竹宮　哲哉　　　評議員　　加藤　初代
評議員　　浅野たき江

　退任されました方には、本協議会の発展のため多大なるご尽力をいただき厚くお礼申し上げます。今後と
も社会福祉活動の推進に一層のご理解とご協力を賜りますようお願いいたします。
≪退任者名≫

小川　　浩　氏（会　長）　　　木内　秀雄　氏（理　事）　　　秋葉　行男　氏（理　事）
實川　博三　氏（理　事）　　　浅野たき江　氏（理　事）　　　小川　君江　氏（監　事）
小川　悦洋　氏（評議員）　　　今関　正典　氏（評議員）　　　京相　惠子　氏（評議員）

　梅雨の晴れ間の青空は、すっ
かり夏色になりました。
　市民の皆様にには益々ご清祥
のこととお喜び申し上げます。
　いつも山武市社会福祉協議会
に対しまして、温かいご支援ご
協力をいただき心よりお礼申し
上げます。
　私達、社会福祉協議会の関係者は、誰もが安
心して暮らすことの出来る福祉のまちづくりを
目指し、地域における福祉課題や生活課題の解
決に向けた取り組みと、それを支える担い手づ
くりを強化する活動をして参りました。
　私、会長就任にあたり「第三次地域福祉活動
計画」にもとづき地域福祉の充実に努力致して
参る所存です。市民の皆様には今後共、一層の
ご指導、ご協力を賜りますようお願い申し上げ
て挨拶とさせていただきます。
� 　　　　会長�　齊藤��澄子
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主な依頼内容
１．利用者人数　【松尾地域】・・・５名程度
２．活動日及び時間
　　週１回木曜日のみ夕食時１５時頃から配達
３．要　件 ・普通免許をお持ちの方

・配達車両として、社会福祉協議会の車を貸出し
ます。

・配達費用として、１件50円お支払いします。
・その他詳細は、下記事務局へお問合せ下さい。

高齢者等の在宅生活を支える
お手伝いとして

ぜひ“皆様の力”を貸して下さい。

問合せ先 山武市社会福祉協議会　　
☎０４７５-８０-０３３０（在宅福祉推進係）

千葉県ゴルフ協会より
ゴルフファスタ号の寄贈が

ありました
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で
も
あ
っ
た
。

　

２
０
１
３
年
に｢

天
に
星･

地
に
花

･

人
に
愛｣

を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
掲
げ
、

蕪
木
地
区
木
戸
川
沿
い
で「
虫
送
り
」

を
復
活
さ
せ
て
か
ら
６
年
。 

子
供

た
ち
も
夏
休
み
に
な
る
と
真
夏
の
太

陽
が
照
り
付
け
る
な
か
、
真
っ
赤
な

顔
で
作
業
を
手
伝
い
、
１
年
生
か
ら

参
加
し
た
子
供
た
ち
も
今
年
は
６
年

生
に
な
る
。 

　

虫
送
り
当
日
は
、
日
没
後
に
や
ぐ

ら
に
弓
矢
で
火
が
放
た
れ
る
。
夏
の

夜
空
に
た
ち
ま
ち
立
ち
昇
る
炎
、
月
、

水
辺
、
歓
声
。
郷
土
の
原
風
景
の
一

つ
と
し
て
心
の
片
隅
に
残
し
て
お
い

て
貰
え
れ
ば
と
思
う
。

　

こ
こ
蕪
木
地
区
に
は
昔
か
ら
伝
わ

る「
太
郎
丸
」伝
説
が
あ
る
。
か
つ
て

村
人
達
に
恐
れ
ら
れ
て
い
た
妖
怪
を

カ
ブ
ラ
の
矢
で
仕
留
め
た
太
郎
丸
。

令
和
元
年
夏
、
文
月
下
旬
、
今
年
も

現
れ
る
の
だ
ろ
う
か
。

（
蕪
木
虫
送
り
実
行
委
員
長

               　
　

太
田
泰
彦
）

夏の風物詩 豊岡蕪木地区の「虫送り」

「
地
域
の
健
康
づ
く
り
を

地
域
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で

�

は
じ
め
よ
う
！
」

　

思
い
起
こ
せ
ば
一
年
前
、
地
域
の

中
で
地
域
の
方
が
集
ま
り
、
健
康
づ

く
り
や
楽
し
い
ひ
と
時
を
過
ご
せ
る

場
所
を
つ
く
り
た
い
と
仲
間
に
声
を

か
け
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
グ
ル
ー
プ
が
で

き
ま
し
た
。
名
前
は「
い
き
い
き
お

あ
し
す
」

　

み
ん
な
が
集
う
場
が
、「
生
き
生

き
と
地
域
で
暮
ら
す
人
た
ち
の
オ
ア

シ
ス
の
よ
う
な
場
所
に
な
る
よ
う

に
」と
の
願
い
で
活
動
し
て
い
く
よ

う
に
な
り
ま
し
た
。
メ
ン
バ
ー
は
7

人
で
、
声
掛
け
で
集
ま
っ
た
地
域
の

有
志
の
方
々
で
す
。
そ
れ
ぞ
れ
が
得

意
な
こ
と
や
で
き
る
こ
と
を
、
来
て

く
れ
た
方
々
と
同
じ
目
線
で
楽
し
み

な
が
ら
活
動
し
て
い
ま
す
。
失
敗
や

間
違
い
も
ご
愛
敬
。「
笑
い
が
一
番

の
く
す
り
だ
ね
」と
笑
顔
の
ひ
と
時

を
す
ご
し
て
い
ま
す
。
代
表
の
長
谷

井
さ
ん
は
、
ヨ
ガ
の
先
生
も
し
て
い

ま
す
。『
か
ら
だ
ほ
ぐ
し
』の
メ
ニ
ュ

ー
は
毎
回
参
加
者
が
楽
し
み
に
し
て

い
て
、「
自
分
じ
ゃ
で
き
な
い
け
ど
、

こ
こ
に
来
て
み
ん
な
で
や
る
と
元
気

に
な
る
よ
ね
」と
好
評
で
す
。

　

歌
っ
た
り
、
動
い
た
り
し
た
後
の

お
茶
会
で
も「
取
り
留
め
の
な
い
話

こ
そ
刺
激
に
な
っ
て
い
い
ん
だ
よ
ね

え
」「
外
に
出
る
機
会
を
作
っ
て
く

れ
て
良
か
っ
た
あ
」な
ど
参
加
者
の

話
に
花
が
咲
き
ま
し
た
。

　

開
催
し
て
い
る
津
辺
地
区
は
意
外

と
広
い
か
ら
も
っ
と
た
く
さ
ん
の
人

に
気
軽
に
来
て
も
ら
い
た
い
な
あ
と

期
待
し
て
い
ま
す
。

　

毎
月
開
催
し
て
い
る
の
で
お
近
く

の
方
は
津
辺
の
公
民
館
へ
お
い
で
く

だ
さ
い
。

歩いて行ける！健康とお楽しみの会！いきいきおあしす！ 成東地域

4社協会報

高さ20mのやぐら虫送り当日の会場前広場風景　　　　　　　　　　　　　　　　　　

燃え上がるやぐらを見つめる地区の人々

❖お問い合わせはこちらまで
０４７５－８２－２５３９
メンバー：長谷井・竹内・小川・行方
　　　　　黒田・宮野・藤田・小見川



　

水
田
に
苗
が
植
え
ら
れ
る
と
、
夏

祭
り
の
準
備
が
始
ま
り
ま
す
。

山
武
西
小
学
校
校
庭
を
会
場
に
、
地

域
の
皆
さ
ん
が
大
勢
集
ま
り
、
賑
や

か
に
開
催
さ
れ
る
夏
祭
り
も
、
今
年

で
22
回
を
数
え
ま
す
。

　

同
じ
地
区
に
暮
ら
し
な
が
ら
、
普

段
な
か
な
か
顔
を
合
わ
せ
る
こ
と
が

な
い
人
た
ち
が
一
堂
に
会
し
、
懐
か

し
い
話
を
し
、
結
び
つ
き
を
深
め
る

機
会
に
し
よ
う
と
始
ま
っ
た
祭
り
。

20
年
も
よ
く
続
い
た
も
の
と
感
慨
深

い
も
の
が
あ
り
ま
す
。
ひ
と
え
に
地

域
の
皆
さ
ん
の
力
強
い
協
力
が
あ
っ

て
こ
そ
で
す
。

　

昨
年
の
夏
祭
り
は
、
台
風
で
一
日
延

期
に
な
っ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
千

人
を
超
え
る
来
場
者
が
あ
り
、
大
盛

況
で
し
た
。
日
向
幼
稚
園
児
や
山
武

西
小
学
校
児
童
の
元
気
い
っ
ぱ
い
の

遊
戯
や
ダ
ン
ス
、
山
武
南
中
学
校
・

山
武
中
学
校
吹
奏
楽
部
の
見
事
な
演

奏
、
ま
た
、
ま
ち
づ
く
り
協
議
会
の

み
な
さ
ん
に
よ
る
和
太
鼓
演
奏
な
ど
、

大
い
に
会
場
を
盛
り
上
げ
ま
し
た
。　

世
界
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
選
手
権
大
会
に

出
場
す
る
イ
ギ
リ
ス
チ
ー
ム
の
面
々

が
浴
衣
姿
で
参
加
し
、
盆
踊
り
の
輪
に

加
わ
っ
た
こ
と
も
忘
れ
ら
れ
ま
せ
ん
。

　

小
学
校
の
統
合
に
よ
り
、
山
武
西

小
学
校
グ
ラ
ウ
ン
ド
で
開
催
で
き
る

の
も
、
今
年
と
来
年
の
２
回
に
な
り

ま
し
た
。
第
22
回
夏
祭
り
は
、
年
号

が
改
ま
っ
た
令
和
元
年
７
月
27
日

（
土
）
に
開
催
す
る
こ
と
が
決
ま
っ

て
お
り
ま
す
。
皆
さ
ん
の
ご
来
場
を

実
行
委
員
一
同
、
お
待
ち
し
て
お
り

ま
す
。

 

（
山
武
大
木
西
夏
祭
り
実
行
委
員

 

・
伊
藤
一
也
）

山武地域 山武西大木夏祭り

第１４回 健康福祉まつりスタッフ募集
　今年も健康福祉まつりを開催します。
　みんなで福祉について考え、誰もが楽し
みながら参加できるイベントにするためス
タッフを募集します。スタッフみんなで話
し合い、開催に向けてそれぞれ準備をすす
めていきます。関心のある方は、山武市社
会福祉協議会までご連絡ください。スタッ
フは随時募集しています！

期日　令和元年１０月２０日（日）
会場　蓮沼交流センター

昨年のまつりの様子です !!

ステージ運営班
ステージでの企画など

総務班
イベントの広報など

会場運営班
会場内の企画など
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◆◆◆　生活支援員募集　◆◆◆

　さんむ成年後見支援センターでは、　日常生活自立支援事業
（福祉サービス利用援助事業）の担い手である『生活支援員』
を募集しています。

健康で、元気で、

� 長生き、山
さん

武
む

人
びと

になろう！

令和元年度 やさしいおもいでささえあおう会年間計画

★やさしいおもいでささえあおう会は、令和になっても引き続き、地域の高齢者が

　安心して暮らすことができる地域づくりに取り組んでいきます。

１．お互いさまの意識づくり・地域づくりの推進
〔市民講演会（出前式含む）〕
☆市民のささえあい意識、当事者の受援力を高める
ことを目的に開催

２．各課題検討チームの協議

「買い物支援サービスシステム」検討チーム
・高齢になっても安心した日常生活をおくること
ができるように、買い物や移動の問題に取り組
む検討チーム（買い物支援サービスづくり）

「孤立防止と交流の場」検討チーム
・社会的孤立を防止する仕組みづくりと身近に
参加できる居場所づくりの推進を協議する検討
チーム（小地域でのみまもりシステムや環境づく
り）

「認知症問題」検討チーム
・社会的課題である認知症の諸問題について地域
でできる具体策を協議する検討チーム（認知症の
理解を深める企画づくり）

３．新たな担い手の育成と実践活動者の支援
☆生活支援サービス担い手養成事業の実施開催
☆ふくし人材マッチング説明会の開催
☆担い手交流会の開催（フォローアップ事業）
☆きらきら老後応援隊養成講座の開催

やさしいおもいでささえあおう会の各活動周知
☆これまでの成果（いちご手帳・リーダーブック・
居場所運営費の助成等）の周知と活用促進　　　　　
☆市や社協の広報紙への掲載と積極的な広報活動

問合せ先　やさしいおもいでささえあおう会事務局（山武市社会福祉協議会）０４７５－８２－７１０２

6社協会報

～誰もが安心して
� 暮らせるために～

生活支援員って・・？？

　生活支援員とは、支援計画に基づき定期的に利
用者宅を訪問し、福祉サービス利用援助や預貯金
の出し入れ、支払い代行等の支援を行う方です。
　研修会を受講後、山武市社会福祉協議会にご登
録いただき利用者が契約した時点で支援活動をし
ていただきます。

※生活支援員資格要件※

・山武市在住の20歳以上概ね70歳までの方。（但
し現在、民生委員児童委員、ホームヘルパーと
して活動している方は除きます）

・千葉県社会福祉協議会において実施する生活支
援員養成研修(半日)を受講できる方

・普通自動車免許所持者

どんな人が

　利用しているサービスなの・・？？

　日常生活自立支援事業（『福祉サービス利用援助
事業』愛称：すまいる）とは、日常生活を送る上で
十分な判断ができない方や体の自由がきかない方が
地域で安心して生活できるよう支援する福祉サービ
スです。
　利用者との契約により、日常生活における福祉
サービスの利用援助や日常的な金銭管理等の支援・
大事な書類等の預かりなどを通じて、日常生活をお
手伝いします。

◎詳細は、下記へお問い合わせください。
　山武市社会福祉協議会　さんむ成年後見支援センター
　電話�０４７５－８２－７１１１

生活支援体制整備事業

ニュース　　第９報
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　ボランティアさんの声は、成東図書館職員 戸村綾子さんに取りまとめていただ
きました。お忙しい中、ご協力いただきありがとうございました。
 　(広報委員　金子良子)

5月4.5.6日の3日間行われた成東図書館の読書週間イベント「おしごとリブラボ」
では、多くのボランティアさんが活躍しました。市内各地から集まったボラン
ティアさんは、ボランティア市民活動センターの「きらめき通信」をみて応募
した方、図書館職員などの声掛けで参加した方など、3日間のイベント中、出
られる日、出られる時間に活動していました。

・参加したボランティアさんの声

＊時間は短かったけれど社会とのつながりができると思いました。
＊沢山の子どもと交流ができて楽しめました。またボランティアをしていきたい。
＊子どもたちは熱心に仕事をしていて楽しそうでした。ボランティアさんの交流も楽しかった。
＊久しぶりに元気のよい子たちとふれあえて元気をもらいました。

　今回の成東図書館のイベントに参加したボランティアさんのなかでは、また参加したいという声
が多数ありました。
　ボランティアはやってみたいけど・・・・と思っている方は、今回のような“ちょこっとボランティ
ア”から始めてみてはどうでしょうか。

イベントに参加した子どもたちは、お仕事をし
て、お金（イベント中、図書館で使えるおもちゃ
のお金）を稼ぎ、そのお金を使ってゲームをし
たり、お店で買い物をしたり、自分で作ったも
のを並べてお店を出したりしていました。（手
持ちのお金をどう使うか、子供たちは、真剣に
考えていました。）

ボランティアさんは、子どもたちの
自主性を大事にしながらも、時には、ちょっぴり
アドバイスをしたりして、子どもたちの見守りを
していました。

地
域
の
高
齢
者
の

皆
さ
ん
へ
新
鮮
野
菜
を

お
届
け
す
る
喜
び

ボ ラ ン テ ィ ア 活 動 紹 介

図書館でボランティア



こころ・きらきら
ゴールドクラブ便り

8社協会報

　山武市ゴールドクラブ連合会は、去る４月１８日（木）午後１時
３０分から、成東文化会館「のぎくプラザ」において、来賓に松下市長、
加藤市議会議長、小川社会福祉協議会会長をお迎えして、単位クラ
ブ会長、副会長出席のもと平成３１年度の総会を開催しました。

会長あいさつ
　昨年度は皆様のご協力のもと全ての事業を盛会
に終えることができ、感謝申し上げます。
　今年度も各専門部会が中心となって様々な事業
を計画しており、「スポーツ大会」「いきいきわくわ
く教室」「親睦旅行」等、楽しい行事が盛りだくさ
んです。どうぞ本年度もよろしくお願いいたします。

　山武市ゴールドクラブ連合会　会長　鈴木愛伯 

　「わあ～！広～い」「飛行機大きいね」「初めてきたよね～」など会員の声が飛び交う中、今年度
最初の会員交流事業、視察研修旅行に行ってきました。
　６月１０日、なかなか個人では行けない成田空港の見学です。
　山武市を出発し、一路成田空港を目指しました。
　会員が多く参加できるようにと、近場の見学希望で今年の見学先を決めました。近くてもなか
なか個人では行きにくい場所、展望デッキからの眺望は素晴らしく良い経験となりました。
　見学の後は、昼食をいただきながら会話も弾み、中華料理のオーダーバイキングを楽しみました。
席に着いたままオーダーできるのでゆったりと食事を楽しむことができてお腹も満足です。
　この他にも山武市身体障害者福祉会では、「納涼会」「スポーツ大会」「新年会」「いちご狩り」
などを楽しみながらの会員交流、障害者制度の変化に対する研修会など様々な事業を年間を通じ
て行っています。興味のある方はぜひ一緒に活動しませんか。いつでも仲間募集中です。
　また、健康福祉まつりにバザーで参加しています。物品の寄付も募集していますのでご協力い
ただけたら幸いです。よろしくお願いします。
　※品物は新品未使用が望ましいです。詳しくはお問合せください。

問合せ先：山武市身体障害者福祉会事務局（山武市社会福祉協議会内）
　　　　　電話　０４７５－８２－７１０２

成田空港を見学してきました!!

＊ゴールドクラブ会員募集中です＊
あなたの地域のクラブをご紹介します。
問合せ先　山武市ゴールドクラブ連合会事務局　（山武市社会福祉協議会内）
電　　話　０４７５－８２－７１０２　伊藤まで



子育て応援ボランティア養成講座開催のお知らせ

　空いた時間でボランティアを始めたい方、子育て中の親子を応援したい方、
子どもと触れ合うのが好きな方、ぜひこの講座に参加してみませんか。

【第1回】
7月17日（水）

10：00～12：00

講義①　「子どもと上手にコミュニケーションとるためには！」
講義②　「子どもの成長にあわせた見守り方」
実　技　「あそびのスキルアップ教室」

成東
保健福祉センター

【第3回】
12月２日（月）

10：00～12：00
①実技「心もあったか おいしいメニュー」
②まとめの会・閉講式

成東
保健福祉センター

【第２回】 実習　「実際に子育て応援ボランティア活動してみよう」
（下記日程より実習日を選択していただきます。）

①8月22日（木）
8：50～11：00 ３歳児健診　見守りボランティア 蓮沼交流センター

②9月19日（木）
12：50～15：00 ３歳児健診　見守りボランティア 成東

保健福祉センター
③11月15日（金）

9：10～10：45 手づくりおやつ講座　見守りボランティア 成東
保健福祉センター

※３回の講座を修了された方には‟修了証”を贈呈します。
【定　　員】　２０名　　　【参 加 費】　無料
【申込締切】　７月10日（水）
【申込み・問合せ先】　山武市ボランティア・市民活動センター　☎０４７５－８９－２１２１

小・中・高校生の皆さんへ　夏休みボランティア体験プログラム参加者募集
　今年も市内の福祉施設やボランティアグループに協力していただき、4つの体験プログラムを開催します。詳しい内容のチラ
シは、夏休み前にみなさんの学校や公共施設に配布しますので、“やってみたい体験プログラム”  を見つけて、お申込みください！

①　『障がい者施設ボランティア』作業の補助や利用者の方と交流など行います。
②　『高齢者施設ボランティア』利用者さんと交流やイベント（行事）のお手伝いをします。
③　『点字体験ボランティア』点字を学び、視覚障がい者の方に読んでもらい交流します。
④　『手話体験ボランティア』手話サークルの活動に参加し、聴覚障がい者の方と交流します。

注意！⇒　どの活動にも、参加人数、年齢、開催日などが限定されています。
　　　　　体験したい活動があったら早めにお問合せしてください。

申込み・問合せは　山武市ボランティア・市民活動センターへ　☎0475-89-2121

こんにちは！松尾福祉作業所です。

松尾福祉作業所では健康増進とリフレッシュ
を図るため作業の合間にラジオ体操や健康体
操、脳トレ体操を行っています。また、晴れ
た日には季節を感じながらウォーキングをし
ています。
暑さにまけず元気いっぱい頑張ります！

福祉作業所に入所希望の方や関心のある方は
下記までお気軽にお問い合わせください。

成東福祉作業所　　☎０４７５－８２－７６３９

山武福祉作業所　　☎０４７５－８９－５１８８

松尾福祉作業所　　☎０４７９－８６－７２５０

2019年夏号9

ウォーキングや健康体操で
リフレッシュ！



（社会福祉協議会へのご寄付）

◆お金のご寄付（含む１円玉募金）◆
蓮沼商業振興協同組合 …………………………8,018円
山武市女性の会 ……………………………… 21,186円
三社合同芸能発表祭 ………………………… 30,000円
キングレコードまこと会演歌の集い 小原　誠 …… 15,000円
匿名 …………………………………………… 2,237円
匿名 ……………………………………………111,201円
匿名 …………………………………………… 8,000円
匿名 …………………………………………… 2,100円
◆物品のご寄付◆
小川　捷二 ………………………………… 文房具多数
農業法人 さんぶ野菜ネットワーク …… 野菜計195Kg
デリシャス21 ……… アルミ缶・ペットボトルキャップ
匿名 ………………………………………………学生服
匿名 …………………… 80円切手10枚/60円切手20枚
匿名 …………………………………………… 下着多数
匿名 ………………………………………………食品類
匿名 …………………タオル類、毛布多数、シルバーカー
匿名 …………………………………… お米・そうめん
匿名 ……………………………………………衣類多数

～平成31年3月19日から
令和元年６月13日までの受付分～

（順不同・敬称略）

●●●●●●●●●●●心 配 ご と 相 談 所 開 設 日 程
一般相談 法律相談「心の中の心配ごと」何でも相談してください。
●開設時間／午後1時30分～午後4時30分
　（予約は必要ありません。受付は午後4時までです。）
場所

実施月
第1火曜日 第2火曜日 第3火曜日 第4火曜日
山武会場 成東会場 松尾会場 山武会場 蓮沼会場

7月 2日 9日 16日 23日
8月 6日 13日 20日 27日
9月 3日 10日 17日 24日

●開設時間／午後1時30分～午後4時30分
　（予約が必要です。相談は1回20分までです。）
場所

実施月
第1水曜日 第2水曜日 第3水曜日 第4水曜日
蓮沼会場 山武会場 成東会場 松尾会場

7月 3日 10日 17日 24日
8月 7日 14日 21日 28日
9月 4日 11日 18日 25日

法律的な悩みは、こちらで相談してください。

開設場所 成東会場�:�成東老人福祉センター（白幡1627）　松尾会場�:�松尾IT保健福祉センター（松尾町五反田3012）
山武会場�:�山武福祉センター（埴谷1868-14）　�蓮沼会場�:�蓮沼出張所（蓮沼ハ233）

予約・問合せ先 山武市社会福祉協議会　☎０４７５－８２－７１０２

編
集
発
行

社会福祉法人  山武市社会福祉協議会
〒289-1306  山武市白幡1627（成東老人福祉センター内）
電話 ： 0475-82-7102　FAX ： 0475-82-7318
Eメール ： sammushakyo@etude.ocn.ne.jp
ホームページアドレス ： http://sammushakyo.sakura.ne.jp

人
口
動
向

市の人口

男
女

５１,５１５人
２５,９６２人
２５,５５３人

男
女

１７,４６０人
８,０３７人
９,４２３人

65歳以上

令和元年6月1日現在

高齢化率

（前回より0.３％増）
33.９％

山武市市民提案型交流のまちづくり推進事業公開講座

ひきこもり
　～その背景にあるもの～
現代社会の心と身体と環境を考える

講　師：千葉県精神保健福祉センター　精神科医師：石川真紀先生
開催日：2019年7月5日（金）14時～16時（受付開始13時～  開場13時30分）
会　場：山武市成東文化会館  のぎくプラザ２階（視聴覚室）
参加費：無料　対象者：山武市民・在勤者（そのほかの地域の方はご相談ください）　定員：100名　
お問合せ・お申込み：特定非営利活動法人リンク（中核地域生活支援センターさんネット）
電　話：０４７５－７７－７５３１　　担当：赤堀・荻野

　昭和から平成へそして令和となり、新たなる元号
にあらためて時代の変化を感じます。
　空の向こうでは、小惑星探査機はやぶさが「りゅ
うぐう」に着陸、探査機あかつきは、金星を周回し
ています。バイオの世界では、ＩＰＳ細胞による再
生医療実現の可能性が予測され、日々の暮らしの中
でも人口知能ＡＩが自動運転から識別認証と、生活の

至る所に組み込まれています。
　さて我々はというと、それらの進化に明る
い未来を大いに期待しながらも「できる人が
できる事を」を座右の銘とし、手を携えて歩み
を進め、地域の絆を増々深めていきたいと思
うばかりです。
� （広報委員　及川節子）

講演会終了後、個別相
談会を実施します。ご
希望者は、受付時にお
申し込みください。

おもちゃ図書
館名 開催場所 開催日 時間

山武市
おもちゃ
図書館

“らっこ”

山武市簡易
マザーズホーム内
「くまの部屋」

（山武市白幡1627）

7/12、9/13、
10/11、
11/8、
1/10、2/14、
3/13

10：00
～

11：30
山武市

おもちゃ
図書館

“ひらひら”

山武市おおひら
こども園

子育て支援センター
（山武市松尾町広根

1182番地1）

7/13、
10/12、
11/9、1/11、
2/8、3/14

山武市
おもちゃ
図書館

“みつばち”

山武市なるとう
こども園

子育て支援センター
（山武市成東210-3）

9/28、
10/26、2/22

【問合せ先】山武市ボランティア・市民活動センター
　　　　  　☎ 0475-89-2121

おもちゃ図書館の開催日程

山武市ボランティア・市民活動センターでは、おもちゃを通し
て遊びの楽しさを学び、心身の機能を育み、親同士の交流の
場を提供することを目的におもちゃ図書館を開館しています。
就学前のお子さんを対象としています。ぜひご利用ください。


